
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

くらんぽん 

2024 年 8月号 発行：練馬高齢期運動連絡会 

〒178-0061 東京都練馬区大泉学園町 5-13-25 吉田方 

FAX03-6887-0287 

第 40回迎えたあったかフードバンク

毎回高齢者中心に若者まで約 150 人 

東京保健生協の組合員と大泉生協病院職員有

志がコロナ禍最中の 2021 年 3 月から毎月第 3

金曜日に同病院構内で開催してきた「あったかフ

ードバンク」。今年 7 月で 40 回目を迎えました。

毎回、高齢者を中心に 150 人近い毎日の食事に

も事欠く方々に食料品等を袋に詰め配布、一角で

は病院が無料低額診療の一環として健康チェッ 

ク、健康相談も実施。配布の物品は同生協の組合

員や近隣の住民、農家、商店、セカンドハーベスト

ジャパン、東都生協、サポートネット等から無償提

供を受け、これまでに寄付金 250 万円、コープ共

済助成金 250 万円が寄せられ、配布数は約

4000 食、米約 6500 キロに及びます。しかし、４

年目に入り物価上昇、とりわけ米価高騰と今年度

でコープ共済からの助成金終了もあり、実行委員

会は今後の資金繰りに苦慮しています。 

児玉真美著『安楽死が合法の国で起こっ

ていること』（ちくま書房）を読むつどい 

社会的弱者への「医師幇助自殺」合法化が世界

的に進行。「認知症患者、精神/発達/知的障害

 
などと称され、近年とみに増加」・・・・など紹介。 

とき 8 月 25 日（日）14：30～16：30  

 ID: 839 6509 6257 パスコード: 712736 

全国老人福祉問題研究会練馬支部・練馬高連 ボーダーライン層か生活保護基準以下 

区内高齢者の７割 

 

  練馬区では、高齢者の介護保険料を収入ゼロ

から高い順に17段階に分けて算定。第１～第７段

階までの約11万人はボーダーライン層か生活保

護基準以下。区内高齢者16万人の約７割が該当

します。わが国の格差を象徴する実態です。 

 

訪問介護は崩壊寸前！低賃金・高齢化

でホームヘルパーは「絶滅危惧種」と 

 これはダイヤモンドオンライン今年１月 29 日

付記事の見出し。ホームヘルパーは、「安定せず、

少ない給与（報酬）から、なり手がいないため高

齢化も進む。背景にあるのは、『労基法無視』の

構造問題だ」と冒頭に。いまや、ホームヘルパー

の４人に 1 人が 65 歳以上、昨年の介護事業所

倒産 143 件は「戦後最大」。うち最も多く 50 件

を占めた訪問介護事業所の倒産も人手不足が

大きな原因。その有効求人倍率は 15 倍、15 人

を募集しても１人しか応募がないという数字。全

国の訪問介護事業所の 8 割が人手不足を訴

え、練馬区内で年間約８万人が利用する約 200

の区内訪問介護事業所も同様。このままでは訪

問介護があと２、３年で消滅するといわれ、事態を

放置する国の無責任が問われます。 

 

者や精神的苦痛のみを理

由にした安楽死へと拡大」

「社会のための命の選別と

切り捨てへと変質し始めて

いる」「将来的に家族の負

担になることを案じる高齢

者の医師幇助自殺が『理

性的自殺』『先制的自殺』 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アメリカ軍による連日の激しい空襲から首都を守るため、陸軍は川越街道と富士街道に挟まれた農村約 150

ヘクタールを強制的に立ち退かせ、「成増飛行場」を作ることに。1943 年 6 月に用地接収開始、8 月に着工、陸

軍工兵隊や民間人、学生や刑務所の囚人など毎日数千人が駆り出され、突貫工事で 10 月には滑走路が完成し

ました（練馬区観光情報サイト「とっておきの練馬」より）。神風特攻隊として、若者たちが次々と生きて帰ることは

許されない空へ飛び立っていったその滑走路はいま、光が丘公園の中央を真っすぐに 1200m 延びる、広々とした

銀杏並木となり、多くの人々が行き交いますが、死んでいった多くの若者に思いを馳せながら歩いていると語る人

もいます（写真出典：モノクロは総務省 HP カラーは「とっておきの練馬」（練馬区観光情報サイト）より。 

）。 

成増飛行場（光が丘）から死の空へ消えていった若者たち 

戦後 79 年 私たちは練馬の戦争も決して忘れない 

任意の PFAS 血中濃度検査実施へ 

  健生会の 12 診療所（多摩地区） 

 

長期間体内に蓄積し、発がん性を高めるとされ

る PFAS（１万種類以上に及ぶ有機フッ素化合物

の総称）は過去最悪の汚染とされ、全国で汚染が

明らかに。世界的に規制が強められていますが、

23 区で地下水汚染が 2 番目に高い練馬区も、

東京都も国も真剣に取組もうとしていません。この

ようななかで、立川市の東京民医連健生会では

三多摩地域の 12 の診療所で希望者に有料で検

査を開始しました。料金は 11000 円。 

検査項目は PFAS 7 項目。検査の結果、PFAS

合計 20ng/mL 超の場合、腎臓がん、乳がん、脂

質検査などの検査を推奨しています。 

 

練馬の空から落下する若者えがく 

絵本作家かこさとしさんは高校生のとき、成増飛行場

（現光が丘）から特攻隊として飛び立ちながら撃墜さ

れ、脱出するも落下傘が開かないまま落下する若者の

姿（下図、絵本「秋」表紙絵）を見て衝撃を受け、戦争の

悲惨さに怒り震え、絵に書き残しました。絵はかこさんの

死後に発見され、「秋」として出版（講談社刊 1760

円）されました（出典：2022.8.24NHK・HPより）。 

 

第 10 回お茶の間 ZOOM 勉強会「介護職員不足

25 万人！補充の見通し立たず」 

８万円も低い給与で働く介護職場は人手不足が深刻。厚

生労働省は今後毎年６万人ずつ増員が必要と。介護ロボ

ットの導入など。このままでは介護難民多発は必至です。 

とき ９月 6日（金）２０時～21 時  

 ID: 844 1340 4000 パスコード: 761739 

練馬高連・老問研練馬支部共催 


